
お
知
ら
せ

平
成
31
年
那
覇
市
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会

の
ご
案
内

日 

平
成
31
年
１
月
４
日（
金
）15
時
～
17
時

場 

沖
縄
か
り
ゆ
し
ア
ー
バ
ン
リ
ゾ
ー
ト
・
ナ
ハ

費 

３
千
円（
１
人
）　
申 

11
月
13
日（
火
）開
始

※
12
月
7
日（
金
）ま
で
に
お
申
込
み
の
人
は
、
参

加
者
名
簿
へ
掲
載
い
た
し
ま
す
。

問 

那
覇
市
新
年
祝
賀
名
刺
交
換
会
実
行
委
員
会

事
務
局（
総
務
課
内
）☎
８
６
２・９
９
１
１

真
和
志
地
域
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
待
合
場
所

と
し
て
郵
便
局
が
利
用
で
き
ま
す

【
待
合
場
所
と
し
て
ご
利
用
可
能
な
場
所
】

那
覇
長
田
郵
便
局
、
那
覇
上
間
郵
便
局
、
那
覇
三

原
郵
便
局
、
真
和
志
郵
便
局（
平
日
9
～
17
時
の
郵

便
局
営
業
時
間
内
で
郵
便
局
に
用
の
無
い
人
で
も

待
合
場
所
と
し
て
利
用
で
き
ま
す
）

【
運
賃
】
大
人
３
０
０
円
／
人
、
小
学
生
以
下

１
５
０
円
／
人
、
未
就
学
児
無
料　
※
障
が
い
者
割

引
、
免
許
自
主
返
納
者
割
引（
大
人
運
賃
の
１
割
引
）

【
運
行
時
間
】
始
発
６
時
発
、
最
終
20
時
30
分
発

【
予
約
方
法
】
電
話
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
車
内
予
約

【
予
約
受
付
時
間
】

利
用
日
の
１
週
間
前
～
発
車
時
刻
の
30
分
前

【
予
約
先
】
㈱
鏡
原
第
一
交
通
☎
０
１
２
０・
７
８

０
１・
２
４
／
Ｆ
Ａ
Ｘ
８
６
８・
８
６
４
８（
予
約
の

際
は
「
乗
合
タ
ク
シ
ー
の
予
約
で
す
」
と
伝
え
て

く
だ
さ
い
）

問 

都
市
計
画
課
☎
９
５
１・３
２
４
６

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

国
土
交
通
省
と
沖
縄
県
で
は
「
住
宅
・
土
地
統
計
調

査
」
に
ご
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
を
対
象
に
、
12
月

1
日
、
全
国
各
地
に
お
い
て
生
活
総
合
調
査
を
行
い

ま
す
。
11
月
下
旬
か
ら
ポ
ス
テ
ィ
ン
グ
に
よ
り
調
査

票
を
配
布
し
、
回
収
い
た
し
ま
す
。
詳
し
く
は
国
土

交
通
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問 

【
住
生
活
総
合
調
査
に
関
す
る
こ
と
】
国
土
交
通
省

住
宅
局
住
宅
政
策
課
☎
０
３・
５
２
５
３・
８
１
１
１

（
内
線
：
３
９
２
４
４・３
９
２
４
３
）

【
住
生
活
拡
大
調
査
に
関
す
る
こ
と
】
沖
縄
県
土
木

建
築
部
住
宅
課
☎
８
６
６・２
４
１
８

地
震
・
津
波
防
災
訓
練（
予
約
不
要
・
無
料
）

津
波
防
災
意
識
の
向
上
を
図
る
た
め
に
、
大
規
模

地
震
が
発
生
し
そ
れ
に
伴
う
津
波
の
襲
来
を
想
定

し
た
那
覇
市
地
震
・
津
波
防
災
訓
練
を
実
施
し
ま

す
。　

日 

11
月
3
日（
土
）9
時
～
12
時（
雨
天
決

行
）　
場 

那
覇
市
津
波
避
難
ビ
ル

内 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
、
津
波
避
難
訓
練
、
応

急
救
護
訓
練
、
避
難
所
設
置
訓
練
、
専
門
家
に
よ

る
防
災
講
話
、
炊
き
出
し（
数
量
限
定
）　

※
台
風
・
大
雨
・
警
報
な
ど
が
発
表
さ
れ
て
い
る

と
き
は
、
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。
公
共
交
通
機
関
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

問 

防
災
危
機
管
理
課
☎
８
６
１・１
１
０
２

本
を
読
む
こ
と
が
困
難
な
人
の

デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
Ｃ
Ｄ

視
覚
障
が
い
者
お
よ
び
、
知
的
障
が
い
者
や
発
達

障
が
い
者
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
録
音
図
書
Ｃ
Ｄ
を

所
蔵
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
サ
ピ
エ
か
ら
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
し
た
録
音
図
書
Ｃ
Ｄ
の
貸
出
も
行
っ
て
い
ま

す
。【
デ
イ
ジ
ー
図
書
所
蔵
例
】
わ
た
し
は
マ
ラ
ラ
、

失
敗
学
の
す
す
め
、
エ
リ
カ
な
ど

問 

中
央
図
書
館
☎
９
１
７・３
４
４
９

第
36
回 

那
覇
市
障
が
い
者
運
動
会

日 

11
月
25
日（
日
）10
時
～
15
時

場 

開
南
小
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド（
雨
天
中
止
）

《
対
象
者
》
市
在
住
の
身
体
・
知
的
・
精
神
障
が
い

者
と
そ
の
家
族

問 

那
覇
市
身
体
障
害
者
福
祉
協
会

☎
８
８
５・９
４
４
４

F
A
X
８
８
５・０
４
２
０

11
月
11
日
～
17
日
は
税
を
考
え
る
週
間
で
す

「
く
ら
し
を
支
え
る
税
」
を
テ
ー
マ
に
、
小
中
学
生

の
税
に
関
す
る
標
語
や
作
文
の
受
賞
作
品
な
ど
の

パ
ネ
ル
展
を
本
庁
舎
1
階
ロ
ビ
ー
で
開
催
し
ま
す
。

【
展
示
期
間
】
11
月
12
日（
月
）
～
16
日（
金
）

問 

納
税
課
☎
８
６
１・６
９
０
２

11
月
は
「
ね
ん
き
ん
月
間
」、
11
月
30
日

（
い
い
み
ら
い
）は
「
年
金
の
日
」

「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
な
ど
を
利
用
し
、
年
金
記
録

や
将
来
の
年
金
受
給
見
込
額
を
確
認
し
、
未
来
の
生

活
設
計
に
つ
い
て
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
ハ
イ
サ
イ
市

民
課
国
民
年
金
グ
ル
ー
プ
窓
口
で
も
必
要
書
類
確
認

後
、
年
金
記
録
交
付
の
み
行
っ
て
い
ま
す
。
必
要
書

類
に
つ
い
て
は
、
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

問 

ハ
イ
サ
イ
市
民
課
☎
８
６
１・６
９
０
１

新
文
化
芸
術
発
信
拠
点
施
設
建
設
工
事

《
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ
い
て
》

那
覇
市
議
会
９
月
定
例
会
の
同
意
を
得
て
、
工
事

請
負
契
約
を
締
結
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、
文
化
振

興
課
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

【
建
築
工
事
】　

國
場
組
・
大
米
建
設
・
金
城
キ
ク

建
設
・
ニ
シ
ダ
工
業
Ｊ
Ｖ
【
電
気
工
事
】
金
城
電

気
工
事
・
八
起
電
設
・
カ
イ
総
合
設
備
Ｊ
Ｖ

【
機
械
工
事（
１
工
区
）】
オ
カ
ノ
・
太
閤
建
設
・
沖

縄
計
装
Ｊ
Ｖ　
【
機
械
工
事（
２
工
区
）】
東
洋
設

備
・
東
邦
・
久
建
工
業
Ｊ
Ｖ

問 

文
化
振
興
課
☎
９
１
７・２
３
９
５

Information

日 日時　内 内容　費 費用
期 期間　対 対象　申 お申し込み
場 場所　定 定員　問 お問い合わせ

講座・催し物などで特に記載のないも
のは誰でも参加可（申し込み不要）です。

税金の納め忘れはありませんか？
沖縄県と、県内 41 市町村は連携して全県一斉に徴
収を強化します。
県税・市税は貴重な財源で
す。税金は納期限内に納め
ましょう。
☆納期限を過ぎると、財産

の差押など滞納処分を行
います。

　納付のご相談は納税課へお早め
にお願いします。

問い合わせ先：納税課 861-6902

11月〜12月は
県税・市町村税 徴収強化月間です

生
前
の
功
績
に
対
し

　

４
期
14
年
の
長
き
に
わ
た
り
本
市
の
発
展
に
尽
力
な
さ
れ
た
翁
長
雄
志
前
市
長
が
、

平
成
30
年
８
月
８
日
ご
逝
去
な
さ
れ
ま
し
た
。
謹
ん
で
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま

す
。
本
市
で
は
翁
長
前
市
長
の
多
大
な
る
ご
功
績
に
対
し
、「
那
覇
市
名
誉
市
民
章
」
を

授
与
い
た
し
ま
す
。

秘
書
広
報
課　
☎
８
６
１・５
１
７
３

那
覇
市
名
誉
市
民
章

　

翁
長
雄
志
前
市
長
は
、
平
成
12
年
12
月
に

「
市
役
所
は
市
民
へ
の
最
大
の
サ
ー
ビ
ス
産
業

で
あ
る
」
と
い
う
強
い
信
条
を
掲
げ
那
覇
市
長

に
就
任
さ
れ
ま
し
た
。
職
員
の
意
識
改
革
や
窓

口
サ
ー
ビ
ス
の
大
幅
な
改
善
を
目
指
し
、
県
庁

所
在
地
の
自
治
体
初
と
な
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
９
０
０
１

認
証
を
取
得
す
る
な
ど
市
民
目
線
で
の
市
政
運

営
を
大
切
に
さ
れ
る
市
長
で
し
た
。
特
に
、

市
長
就
任
時
の
喫
緊
の
最
重
要
課
題
は
ご
み
処

理
施
設
問
題
で
し
た
。
南
風
原
町
民
を
含
め
た

地
域
住
民
と
真
摯
に
対
話
を
重
ね
な
が
ら
、
新

焼
却
炉
や
、
最
終
処
分
場
な
ど
の
整
備
に
積
極

的
に
取
り
組
ま
れ
、
県
内
自
治
体
初
と
な
る
環

境
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
４
０
０
１
の
認
証
も
取
得
し
ま
し

た
。

　
市
街
地
再
開
発
事
業
を
推
進
さ
れ
る
ほ
か
、

観
光
経
済
振
興
に
つ
な
が
る
大
型
旅
客
船
バ
ー

ス
の
整
備
を
行
い
、
入
域
観
光
客
数
の
大
幅
な

増
加
に
寄
与
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
多
く
の
子

ど
も
た
ち
に
夢
を
与
え
る
プ
ロ
野
球
読
売
巨
人

軍
の
春
季
キ
ャ
ン
プ
誘
致
を
実
現
し
、
22
億
円

も
の
経
済
効
果
を
生
み
出
し
ま
し
た
。

　
任
期
14
年
の
長
き
に
に
わ
た
り
、
市
民
や
職

員
に
寄
り
添
い
な
が
ら
、
環
境
、
産
業
経
済
、

教
育
文
化
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
や
社
会
福

祉
の
向
上
等
の
市
政
運
営
に
注
力
さ
れ
、
市
政

発
展
に
尽
く
さ
れ
た
功
績
は
高
く
評
価
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
ま
た
、「
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
理

念
を
、
政
策
を
通
し
て
す
べ
て
の
施
策
に
反
映

さ
せ
、
確
か
な

素
地
を
築
か
れ

た
こ
と
に
よ

り
、
市
民
と
各

種
ボ
ラ
ン
テ
ィ　

ア
団
体
、
企
業

等
が
つ
な
が
り
、
地
域
の
中
で
連
携
す
る
ま
ち

づ
く
り
が
広
が
っ
て
い
ま
す
。

　
私
た
ち
は
、
翁
長
前
市
長
の
ご
功
績
を
引
き

継
ぐ
と
と
も
に
、

氏
が
全
力
を
注
が

れ
た
「
協
働
に
よ

る
ま
ち
づ
く
り
」

を
さ
ら
に
推
進

し
、
那
覇
市
の
発

展
に
努
め
て
い
か

な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
強
く
思
っ
て

い
ま
す
。

那
覇
市
長　
城
間　
幹
子

　

第
28
代
～
第
31
代
那
覇
市
長
と
し
て
、

本
市
の
発
展
に
多
大
な
る
ご
功
績
を
残
さ

れ
た
、
翁
長
雄
志
前
市
長
の
ご
逝
去
に
あ

た
り
、
心
か
ら
お
悔
や
み
を
申
し
上
げ
ま

す
。

　
「
風
格
あ
る
県
都
・
那
覇
」
の
礎
を
築
か

れ
た
翁
長
前
市
長
は
、
そ
の
温
厚
で
気
さ

く
な
性
格
か
ら
広
く
市
民
や
職
員
に
敬
愛

さ
れ
、
大
き
な
信
望
を
集
め
ま
し
た
。
特

に
「
信
な
く
ば
立
た
ず
」
を
信
条
と
し
、

ぶ
れ
な
い
信
念
と
決
断
力
で
市
民
を
率
い

る
姿
に
は
リ
ー
ダ
ー
と
し
て
の
覚
悟
を
感

じ
、
私
も
そ
の
姿
を
間
近
で
拝
見
し
な
が

ら
市
政
運
営
に
携
わ
る
こ
と
が
で
き
た
こ

と
を
大
変
幸
せ
に
思
っ
て
い
ま
す
。　

　
翁
長
前
市
長
が
愛
し
た
那
覇
市
を
更
な

る
高
み
へ
と
導
く
た
め
、
市
民
の
皆
様
と

と
も
に
持
て
る
力
す
べ
て
を
尽
く
し
て
ま

い
り
ま
す
。

翁
長
前
市
長
へ
感
謝
を
込
め
て

なは市民大学で講義を行う翁長前市長
（2009年4月25日、栄町商店街）

42018年（平成 30年）1 1月


